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方
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お
け
る
先
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時
代
逍
物

扇
平
B
遺
跡

（三
島
市
‘
地
図
巡

7
)
ー
第
34
図
10

部
を
欠
捐
し
て
い
る
。
全
長

四

．
0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
県
さ
れ
て
い
る
。
‘良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
刃
部
の

五
七

観
音
原
遺
跡

（三
島
市
、

地
図
巡

10
一
ー
第
34
図
9

れ
て
い
な
い
。

れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が
あ
る
。
し
か
し
定
形
化
さ
れ
た
ナ
イ
フ
形
石
器
は
採
集
さ

第
34
図
1
.
2
の
ご
と
く
剥
片
の

一
部
に
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部
加
工
か
施
さ

は

地
図
の
は
か
第
七
章
の
地
名
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。

選
び
、
実
測
図
を
中
心
に
紹
介
し
て
、
対
比
の
資
料
と
し
、
ま
た
御
参
考
に
供
し
た
い
と
思
う
。

一
応
逍
跡
別
に
こ
く
簡
単
に
解
説
を
付
す
が

問
上
無
視
で
き
な
い
良
好
な
賓
料
が
き
わ
め
て
多
い

。

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物
‘
す
な
わ
ち
旧
石
器
の
発
見
は
近
年
著
し
く
増
加
し
て
い
る
。

大
急
ぎ
で
ま
と
め
た
た
め
‘
市
町
村
別
に
必
ず
し
も
整
然
と
記
述
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
お
許
し
願
い
た
い
。
な
お
各
遺
跡
の
所
在
地

に
つ
い
て

扇
平
A

遺
跡

（
三島
市
‘
地
固
郎
6

)
ー

第
3
3図
l
1
8
•

第
3
4図
1
1
8

幅
広
の
剥
片
を
主
と
す
る
逍
跡
で
、
全
て
粗
質
の
黒
耀
石
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

述
部
を
欠
損
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
現
長
ニ

・
三
セ

ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
娃
質
頁
岩
製
。

扇
平

c遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
油

8
)
ー
第
34
図
11

安
山
岩
製
の
揉
錐
器

一
点
が
採
梨
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
‘
剥
片
の
周
縁
部
に

細
部
加
工
を
施
し
‘

一
部
を
突
出
さ
せ
て
錐
部
と
し
、
錐
部
の
断
面
形
は

D
字
状

を
な
し
て
い
る
。
全
長
四

•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

観
音
洞
遺
跡

（三
島
市
‘
地
図
蜘

9
)
ー
第
34
図
12
、(
1
4

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
す
べ
て
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、

12
は
安
山
岩
系
石
材
製
、

1
3
.
1
4
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。
12
は
全
長
ニ

・

八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

13
は
甚
部
を
若
干
欠
損
し
て
お
り
現
長
ニ

・
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
14
は
全
長
ニ

・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

第

七

章

そ
こ
で
こ
の
小
塚
遺
跡
の
報
告
に
際
し
て
‘
当
地
方
の
旧
石
器
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

そ
の
多
く
は
表
面
採
集
で
あ
る
か
、
学



八
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

コ
ス
ゲ
A
遺
跡

地
図
郎

1
)
ー
第

35
図
1

安
山
岩
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
か
採
躾
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
調
整
打
而

と
打
瘤
を
有
し
、
先
端
部
と
基
部
に
若
干
の
刃
潰
し
剥
離
か
な
さ
れ
て
い
る
。
全

長
四
•
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。

コ
ス
ゲ
B
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

2
)
ー
第

35
図
2

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
‘
掻
器

一
点
‘
剥
片
三
点
か
採
巣
さ
れ
て
い
る
。
全
て
安

山
岩
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

2
は
基
部
を
欠
損
し
た
ナ
イ
フ
形
石
器
で
現
長
ニ

・

七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

3
は
剖
片
の

一
端
に
細
部
加
工
の
施
さ
れ
た
掻
器
で
、

全

長
五

•

一
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

。

4
.
5

は
剥
片
で
あ
る
。

ナ
ー
ゴ
山
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

5
)
ー
第

35
図
6
1
8

中
林
山
逍
跡
・

萩
ケ
窪
遺
跡
と
も
呼
ば
れ
‘
ナ
イ
フ
形
石
器
が
三
点
採
巣
さ
れ

て
い
る
。

（三
島
市
‘

6
.
8
は
良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
7
は
安
山
岩
製
で
あ
る
。

6
は‘

剖

片
を
斜
め
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
て
脊
部
と
し
て
お
り
、
全
長
三

・
七

セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
‘

7
は
剥
片
の
片
緑
辺
を
弧
状
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
‘
先
端
部
と
粘
部

．
を
尖
ら
せ
て
あ
る
。
全
長
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

8
は
先
端
部
を
欠
損
し
て
お
り
‘

基
部
裏
訓
に
は
内
樹
し
た
剥
片
が
平
ら
に
な
る
様
に
調
整
さ
れ
て
い
る
。
現
長
二

三
島
辻
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
悔

3
)
ー
第

35
図
9

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
集
さ
れ
て
お
り
‘
黒
耀
石
の
円
礫
よ
り
剥
離
さ
れ
た

剥
片
か
ら
‘
ナ
イ
フ
形
石
器
を
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
も
の
が
た
る
自
然
面
を

一
部
に
有
す
る
。
全
長
三

・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

鎌
ケ
沢
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

11
)
ー
第

35
図
1
0
.
1
1

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
逍
物

山
中
D
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
、
地
図
畑

15
)
ー
第

35
図

15

製
。
全
長
九

・
七
セ

ン
チ
メ

ー
ト

ル
。

尖
頭
器
が
二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

10
は
片
伽
加
工
の
尖
頭
器
で
全
長

一
・
九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
黒
耀
石
製
。

11
は
両
面
加
工
の
柳
葉
形
の
尖
頭
器
で
安
山
岩

山
中
A
遺
跡

（仮
称
三
島
市
‘
地
固
悔
12
)
I
第

35
図
12

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
第
さ
れ
て
い
る
。
全
長
三
•
四
セ
ン
チ
メ

ー

ト
ル

で

良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

願
合
寺
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
巡

13
)
ー
第

35
図

1
3
.
1
4

ナ
イ

フ
形
石
器
一
点
と
尖
頭
器

一
点

•
細
石
核
一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る

。

1
3

は
片
而
加
工
の
尖
頭
器
で
全
長
ニ

・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
安
山
岩
系
石
材
製
。

14
は
黒
耀
石
製
の
円
錐
形
細
石
核
で
十
数
条
の
剥
離
痕
を
有
す
。

ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
躯
さ
れ
て
い
る
。
黒
耀
石
製
の
切
出
形
ナ
イ
フ
形
石

器
で
、
全
長
二
•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル

笹
原
D
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市

‘

地
図
蜘
1
6)
—

第
3
5因
1
6

黒
耀
石
製
の

ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
片
縁
辺
の
み
に
刃
潰

し
剥
離
が
施
さ
れ
て
お

り
‘

全
長
二
•
四
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
。
黒
耀
石
製
。

山
中
C
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
‘
地
図
油

14
)
|
3
5
図
1
7
1
1
9

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
二
点
と
尖
頭
器

一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る
。

17
は
全
長

ニ
・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
で
安
山
岩
製

。

1
8は
全
長

一
・
九
セ
ン
チ
メ

—
ト

ル
で

粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
り
、

19
は
半
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
、
現
長
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
娃
質
頁
岩
製
。

五
八



海
老
ノ
木
平
遺
跡

（
三
島
市
‘
地
図
油

17
)
ー
第

36
図

1
1
6

ナ
イ
フ
形
石
器
四
点
と
尖
頭
器

一
点
‘
細
石
核

一
点
が
採
躾
さ
れ
て
い
る
c

ナ

イ
フ
形
石
器
は
4

が
先
端
部
を
欠
損
し
て
い
る
が

、

他
は
完
形
•
石
材
は
1
.
2

•
4

が
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
‘3
が
安
山
岩
系
石
材
製
で
あ
る
。5
は
粗
質
の
黒
耀

石
製
で
‘
剥
片
の
両
緑
辺
を
細
部
加
工
を
施
し
た
半
両
訓
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。

全
長
四
、
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

6
は
半
円
錐
形
の
細
石
核
で
、
七
条
の
剥
離
痕

御
座
松
遺
跡

（
三
島市
‘
地
図
油
1
8)
—

第
3
6図
7
1
1
2

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
と
掻
器
二
点

·
彫
器
一
点

•

石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い

る
。

7
.
8
.
1
0
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
い
ず
れ
も
基
部
か
先
端
部
を
欠
損
し
て

お
り
、

7
.
8
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

9
は
小
形
の
拇
指
状
掻
器
で

一
端

に
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。
良
質
の
黒
耀
石
製
で
全
長
ニ

・
六
セ
ン
チ
メ
ー

ト
レ
°
J
 

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

11
は
彫
器
で

一
端
が
‘
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻
面
を
な
し
て
い
る
。
全

長
五

•

三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

。

娃
質
頁
岩
製
。
1
2は
良
質
の
黒
耀
石
製
の
石
核
で

ト
ビ
ノ
ス
遺
跡

（
三
島市
、
地
図
邸
1
9)
ー

第
3
6図
1
3
1
1
7
•第
3
7図
1
1
8

ナ
イ
フ
形
石
器
八
点
と
尖
頭
器
五
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

36
図

1
3
1
1
7
.

第
3
7図
1
1
3

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
五

•

八
ー
三

•

三
セ
ン
チ
メ
—
卜

ル
と
や
や
大
き
い
が
、
形
状
は

一
定
で
は
な
い
。
石
材
も
祖
質
の
黒
耀
石
製
が
三

点
、
安
山
岩
製
三
点
・
良
質
の
黒
耀
石
製
二
点
と
統

一
性
が
な
い

。
第

37
図

4
1

8
は
尖
頭
器
で
‘

4
は
片
面
加
工
‘

8
は
半
両
面
加
工
で
他
は
両
面
加
工
の
尖
頭

器
で
あ
る
。

あ
る
。

を
有
す
。

馬
場
遺
跡

（
三島
市
‘
地
図
蜘
2
0)
ー
第

3
7図
9
1
2
2
•第
3
8図
l

ナ
イ
フ
形
石
器
十
点
と
尖
頭
器
五
点
か
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

37
図

9
1
1
8
は

ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
は
と
ん
ど
ニ
ー

三
セ
ン
チ
メ

—
ト
ル

前
後
で
小
形
の

も
の
で
あ
る

。

第
3
7図
1
9
1
2
2
•

第
3
8図
l

は
尖
頭
器
で
、
第
3
7図
1
9
.
2
0
は
片

而
加
工
、

21
は
半
圃
而
加
工
で
、
第

37
図

22
と
第

38
図

1
は
両
面
加
工
の
尖
頭
器

で
あ
る
。

庚
申
松
遺
跡

（
三島
市
、
地
図
艇
2
1)
ー

第
3
8図
2
1

2
6
•第
3
9図
1

1

1
9
.

一
般
に
小
形
の
も
の
で
‘
器
長
は
四

•

三
ー

ニ
•
五
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
と
形
状
も
パ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
で
い
る
。
石
材
は
良
質
の
黒
耀
石
が
最
も
多

•
く

用
い
ら
れ
‘
粗
質
の
黒
耀
石
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
以
下
安
山
岩
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
第

39
図

1
1
1
1
3
は
尖
頭
器
で
‘
祖
い
両
面
加
工
の
も
の

一
点
と
‘
剥
片
等
の

周
緑
に
浅
い
加
工
を
施
し
た
も
の

二
点
が
あ
り
‘
い
ず
れ
も
安
山
岩
製
で
あ
る
。

第

39
図

9
.
1
0
は
細
石
刃
で
、
い
ず
れ
も
表
而
に

二
条
の
稜
線
を
有
す
る
。
黒
耀

石
製
、
第

39
図

1
4
1
1
7
は
掻
器
で
、
い
ず
れ
も
内
俯
し
た
剥
片
の

一
端
に
細
か
い

細
部
加
工
を
施
し
て
刃
部
と
し
‘

一
部
に
は
袂
入
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的

小
形
の
拇
指
形
掻
器
で
あ
る
。
第

39
図

18
は
彫
器
で
、
剥
片
の
周
縁
に
細
部
加
工

を
施
し
、
そ
の
一
端
よ
り
安
山
岩
製
‘
三
条
の
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻
面
を
成

し
て
い
る
。
第

3
9図
1
9
•第
4
0図
1
.
4

は
石
核
で
、
半
円
筒
形
石
核
で
あ
り
‘

第

39
図

19
と
第

40
図

4
は
上
下
に
調
整
打
面
を
有
す
る
。
第

40
図

2
.
3
は
細
石

核
で
、

2
は
半
円
錐
形
‘

れ
て
お
り

五
九

3
は
円
錐
形
を
呈
す
る
。
共
に
黒
耀
石
製
。

第
3
8図
2
1
2
6•
第
3
9図
1
1
8

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で

第

40
図
1
1
4

二
十
三
点
採
船
さ



で
あ
る
。

台
崎
A
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
細

22
)
ー
第

40
図
5
.
6

5
.
6
共
に
ナ
イ
フ
形
石
器
で
‘

6
は
三
島
市
誌
に
記
載
さ
れ
て
い
た
も
の
を

転
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

6
は
黒
耀
石
製
。

5
は
珪
質
頁
岩
製
。

台
崎

c遺
跡

（三
島
市
、
地
図
巡
23
)
ー
第

40
図
7

粗
質
の
黒
耀
石
製
ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
第
さ
れ
て
い
る
●
剥
離
に
統

一
性

の
な
い
剥
片
の

一
部
に
刃
潰
し
剥
離
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

赤
松
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
悔
24
)
I
第

40
図
8
.
9

尖
頭
器

一
点
と
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
尖
頭
器
は
粗
い

剥
離
で
面
両
に
加
工
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
片
側
縁
部
が
ふ
く
ら
み
を
も
つ
も
の

カ
シ
ラ
ガ
シ
遺
跡

（三
島
市
、

地
図
巡
26
)
ー
第
40
図
1
0
.
n

ナ
イ
フ
形
石
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

に
若
干
刃
潰
し
剥
離
に
よ
る
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い

る。

剥
片
の
片
側
縁
部
は
粗
い
加
工
に
よ
っ
て
刃
部
と
し
て
い
る
。

奥
山
遺
跡

（三
島
市
‘

地
図
巡

25
)

第

七

章

10
は
黒
耀
石
製
で
碁
部
と
先
端
部

11
は
娃
質
頁
岩
製
で

ー
第

40
図
1
2
|
1
5

12
は
比
較
的
大
き
い
切
出
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で

1
3
1
1
4
は
小
形
の
ナ
イ
フ
形

石
器
で
あ
る
。
す
べ
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

北
原
遺
跡

（
三島
市
‘
地
図
巡
2
7)
ー

第
4
1図
1
ー

2
4
•第
4
2図
1

ナ
イ
フ
形
石
器
二
十
点
と
尖
頭
器

一
点
·

袂
入
り
削
器

一
点

•

石
核
二
点
が
採

集
さ
れ
て
い
る
。
第
41
図
l
1
1
7
.
1
9
1
2
1
は
ナ
イ

フ
形
石
器
で
‘
器
長
は
四

・

八
ー

ニ

・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
四
セ
ン
チ
以
上
の
器
長
の
ナ
イ
フ
形
石
器
か

多
く
‘

比
較
的
大
き
い
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
形
状
は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み‘

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

良
質
の
黒
耀
石
製
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
第
41
図
24
は
粗
質
の
黒
曜
石
製
の
尖
頭

器
で
、
剥
片
の
両
側
縁
部
よ
り
片
方
へ
剥
離
を
施
し
た
半
両
面
加
工
の
尖
頭
器

で
下
半
を
欠
損
し
て
い
る
。
第
41
図
22
は
剥
片
の

一
部
に
挟
入
り
を
施
し
た
扶
入

り
削
器
で
チ
ャ
ー
ト
製
。
第
41
図
1
8
.
2
3
、
第
42
図

1
は
半
円
筒
形
の
石
核
で
、

調
整
打
面
を
有
し
、
五
ー
十
条
の
剥
離
痕
が
認
め
ら
れ
る
。
第
41
図

23
は
珪
質
頁

岩
製
。

18
は
安
山
岩
製
、
第

42
図
1
は
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

初
音
ケ
原
A
遺
跡

（三
島
市
、
地
図
郎

28
)
ー
第

42
図
2
1
1
8

ナ
イ
フ
形
石
器
十
五
点
と
掻
器
二
点
か
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

42
図

2
1
1
6
は

ナ
イ
フ
形
石
器
で
器
長
‘
形
状
も
変
化
に富
む
。

器
長
は
四

・
九
ー
ニ
•

五
セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
で
‘

ニ
ー
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
も
の
が
多
い

。

1
2
.
1
4
.
1
6
は
切
出

形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
1
7
.
1
8
は
掻
器
で
、

17
は
周
縁
に
細
部
加
工
を
施

一
端
が
尖
出
し
て
揉
錐
器
と
な
っ
て
い
る
。

初
音
ケ
原
B

遺
跡
（
三
島市
‘
地
図
艇
2
9)
ー

第
4
2図
1
9
1
2
7
•
第
4
3図
1
/

ナ
イ
フ
形
石
器
十
三
点
と
削
器

一
点‘

石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第

42

図
1
9
i
2
7
•
第
4
3図
1
ー

3

.
5

は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
四

・

ニ
i

-
．

二
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
、
先
端
部
も
し
く
は
基
部
を
欠
損
し
た
も
の
が
多
い
か
、

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
石
材
は
良
質
の
黒
耀
石
か
主
で
あ
る
。
第
43
図
4

は
削
器
で
剥
片
の
周
緑
に
粗
い
細
部
加
工
か
施
さ
れ
て
い
る
。
第

43
図
6
は
安
山

岩
製
の
半
円
錐
形
石
核
で
五
条
の
剥
離
痕
が
見
ら
れ
る
。

初
音
遺
跡

（仮
称
。
三
島
市
、

地
図
嶽
30
)
ー
第

43
図
7
.
8

ナ
イ
フ
形
石
器
で

二
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
共
に
先
端
部
を
欠
損
し
て
お
り
‘

6
 
し

六
〇



45
図
l
1
7

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

良
質
の
黒
耀
石
製
で
も
あ
る
。

三
本
松
遺
跡

（
函
南
町
‘
地
図
悔
31
)
ー
第

43
図
9

ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
良
質
の
黒
耀
石
製
で
器
長
は
三

・

一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

上
原
遺
跡

（函
南
町
、
地
図
巡
3
2)
ー

第
4
3図
1
01
1
4
•第
4
4図
1
1
2
5
•第

ナ
イ
フ
形
石
器
二
九
点
と
尖
頭
器
三
点
・

掻
器
三
点
•

石
核
三
点
が
採
集
さ
れ

て
い
る

。

第
4
3図
1
01

1
4
•第
4
4図
1

1

2
4は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
は
と
ん
ど
良
質

の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。
器
長
は
七

・
ニ
ー
ニ

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
比
較
的
大

形
の
も
の
と
‘
小
形
の
も
の
と
に
分
れ
る
。
形
状
も
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
第
44

図
2
5
•第
4
5図
1
.
2

は
尖
頭
器
で
、
第
4
4図
2
5は
大
形
の
木
葉
形
を
呈
す
る
両

面
加
工
の
尖
頭
器
で
、
両
面
に
粗
い
剥
離
が
な
さ
れ
て
い
る
。
第

45
図
1
.
2
は

剥
片
の
周
緑
部
に
浅
い
剥
離
が
両
面
に
施
さ
れ
た
尖
頭
器
で
あ
る
。
第
45
図
5
.

6
は
石
核
で
、

5
は
打
面
も
一
定
で
な
く
縦
横
に
剥
片
を
剥
離
し
た
も
の
で
、

6

は
円
筒
形
の
調
整
打
而
を
有
す
る
石
核
で
あ
る
。

下
原
遺
跡

（函
南
町
‘
地
図
地
33
)
ー
第
45
図
8
1
11

ナ
イ
フ
形
石
器
三
点
と
石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
は
す

べ
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
、
器
長
は
三

•

五
ー
ニ

•

五
セ
ン
チ
メ
—

ト
ル
。

1
1は

円
筒
形
の
石
核
で
‘
調
整
打
面
を
有
し
‘
十
数
条
の
剥
離
痕
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。下
人
原
遺
跡

（函
南
町
‘

地
図
巡

34
)
ー
第

46
図
l
1
9

ナ
イ
フ
形
石
器
六
点
と
彫
器
一
点
、
細
石
刃

一
点
、
細
石
核
一
点
‘
尖
頭
器
二

点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第
46
図
1
i
6
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
器
長
は
三

・
ニ
i

ニ

・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
と
比
較
的
小
形
の
も
の
で
あ
る
。

7
は
彫
器
で
、
剥

片
の
縁
辺
に
細
部
加
工
を
施
し
、
そ
の
一
端
に
二
条
の
樋
状
剥
離
に
よ
っ
て
彫
刻

面
を
つ
く
っ
て
い
る
。
チ
ャ

ー
ト
製
。

8
は
黒
耀
石
製
の
細
石
刃
で
三
条
の
稜
線

9
は
半
円
錐
状
の
細
石
核
で
、
数
条
の
剥
離
痕
を
認
め
る
こ
と
が
で

を
有
す
る
。

き
る
。北

甚
助
遺
跡

（韮
山
町、

地
図
蜘

40
)
ー
第

46
図
10
1
12

ナ
イ
フ
形
石
器
が
三
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
器
長
は
三

•

五
ー
三
·

O
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
で
、
10
は
粗
質
の
黒
耀
石
製
、

11
は
チ
ャ
ー
ト
製
、

12
は
良
質
の
黒
耀

石
製
で
あ
る
。

高
天
ケ
原
遺
跡

（韮
山
町
‘

地
図
郎
41
)
ー
第
46
図
1
3
.
1
4

ナ
イ
フ
形
石
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
共
に
黒
耀
石
製
で
、

ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。

,, 

" 
14
は
小
形
の

台
遺
跡

（修
善
寺
町
、
地
図
巡
42
)
ー
第

46
図
15

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
が

一
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
若
干
欠
損
し
た

も
の
で
‘
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

日
向
山
遺
跡

（修
善
寺
町
‘
地
図
巡

46
)
ー
第
46
図
16

小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器

一
点
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
全
長
ニ

・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

大
越
遺
跡

（熱
海
市
、
地
図
蜘
43
)
ー
第
46
図
1
7
.
1
8

尖
頭
器
が

二
点
採
集
さ
れ
て
お
り
、
共
に
娃
質
頁
岩
製
で
、
基
部
が
丸
味
を
も

つ
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。
17
は
全
長
六

．
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

18
は
四



猫
山
遺
跡

（
沼
津
市
平
沼
）

ー
第
46
図
19

•
四
セ
ン
チ
メ

ー

ト
ル
で

小
形
で
あ
る
。

天
神
原
遺
跡

（
賀
茂
郡
南
伊
豆
町
‘
地
図
蜘
45
)
ー
第
49
図
1

安
山
岩
製
の
尖
頭
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
先
端
部
を
欠
損
し
‘
粗
い
両

面
加
工
の
尖
頭
器
で
あ
る
。

ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

尾
尻
遺
跡

（駿
東
郡
長
泉
町
）
ー
第
46
図
2
0
.
2
1

黒
耀
石
製
の
円
錐
石
核
が
二
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。

大
廓
遺
跡

（
沼
津
市
柳
沢
）
ー
第
47
図
1
し
23

ナ
イ

フ
形
石
器
が
二
十
三
点
採
集
さ
れ
て
お
り
、
器
長
は
四
・

七
ー

ニ
•

五
セ

ン
チ
メ

ー
ト

ル
で
、

比
較
的
小
形
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
あ
る
。
形
状
も
変
化
に
富

み
良
質
の
黒
耀
石
製
が
は
と
ん
ど
で
あ
る
。

伊
良
宇
根
遺
跡

（
沼
津
市
、

地
図
湿
48
)
ー
第
48
図
1
1
2
4

ナ
イ
フ
形
石
器
二
十
二
点
と
掻
器

一
点
・石
核

一
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。
第
48

図
1
1
2
2
は
ナ
イ
フ
形
石
器
で
、
器
長
は
三

・
六
ー
ニ

・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で

小
形
の
も
の
で
あ
る
。
形
状
も
変
化
に
富
み
‘
良
質
の
黒
耀
石
製
が
は
と
ん
ど
で

あ
る
。

23
は
掻
器
で
内
樹
し
た
剥
片
の

一
端
に
細
部
加
工
を
施
し
て
あ
る
。
チ
ャ

ー
ト
製。

24
は
頁
岩
製
の
石
核
で
三
条
の
剥
離
痕
を
有
す
る
。

久
保
上
遺
跡

（
沼
津
市
東
椎
路
）
ー
第
48
図
2
5
.
2
6

ナ
イ

フ
形
石
器
一
点
と
尖
頭
器
三
点
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

25
は
良
質
の
黒
耀

石
製
の
ナ
イ
フ
形
石
器
で
先
端
部
は
裏
面
よ
り
細
部
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
。

26

は
粗
い
両
面
加
工
の
尖
頭
器
で
基
部
を
欠
損
し
て
い
る
。
安
山
岩
製
。

第

七

章

駿
豆
地
方
に
お
け
る
先
土
器
時
代
遺
物

小
森
遺
跡

（富
士
郡
芝
川
町
）
ー
第
49
図
2
1
5

2
は
尖
頭
器
様
石
器
で
、

3
は
有
舌
尖
頭
器
‘

4
は
尖
頭
器
‘

石
器
で
全
て
良
質
の
黒
耀
石
製
で
あ
る
。

た。

）
第
二
次
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
ナ
イ

フ
形
石
器
で

‘

器
長
は
二
•

六
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
と
小
形
で
あ
り
、
玉
髄
系
石
材
を
用
い
て
い
る
。

ク
ズ
原
沢
遺
跡

（沼
津
市
足
高
）
ー
第
49
図
7
1
1
1

5
は
ナ
イ
フ
形

ナ
イ

フ
形
石
器
・

尖
頭
器

・

彫
器
•

石
核
等
が
採
集
さ
れ
て
い
る

。

7
.
8

は

ナ
イ
フ
形
石
器
‘

9
は
彫
器
‘
10
は
剥
片
の
周
縁
部
に
細
部
加
工
を
施
し
た
尖
頭

器‘

11
は
石
核
で
あ
る
。

休
場
遺
跡

（
沼
津
市
足
高
）
ー
第
50
図
1
第
52
図

昭
和
三
十
九
年
、
明
治
大
学
孝
古
学
研
究
室
と
沼
津
女
子
高
校
考
古
館
共
催
に

て
発
掘
さ
れ
、
約
四
千
点
の
石
器
及
石
屑
を
出
土
し
た
が
、
そ
の
中
の

一
部
を
、

考
古
学
集
刊
第
三
巻
第
二
号
よ
り
転
載
さ
せ
て
貰
っ
た
。
細
石
刃
•

細
石
核

・
ナ

イ
フ
形
石
器

・
尖
頭
器

・
掻
器

・
爪
形
石
器
な
ど
を
出
土
し
て
い
る
。

干
居
遺
跡

（
富
士
宮
市
）

ー
第
49
図
6

（有
舌
尖
頭
器
は
参
考
と
し
て
記
載
し

ー上

Iヽ
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